
表 2 　実験結果一覧
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表1　実験パラメータ

現場溶接型柱梁溶接接合の変形能力に関する実験的研究

その 2 　水平ハンチ工法の変形能力

Experimental study on deformation capacity of site welding beam-to  column joints
Part2 Deformation capacity of beam-to-column joints with horizontal haunch
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：全塑性耐力（計算値）　

ｃ
δ
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：全塑性耐力時の変形量（計算値）
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図1　水平ハンチ工法ディテール
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1 . 　はじめに

 現場溶接型接合の変形能力を向上させるための接合

部ディテールが数多く提案されいる例えば 1 ～ 1 0 。本報で

は水平ハンチ工法例えば 1 ～ 4 と、孔空きフランジ工法例え

ば 5 ～ 1 0 の変形能力の違いについて報告する。

2 . 　実験概要

2 . 1 . 試験体形状・実験パラメータ・加力方法

　本研究では実大ト型試験体による実験をおこなっ

た。試験体形状はその１と同様である。実験パラメー

タを表 1 に示す。水平ハンチ工法の試験体では 2 つの
ディテールを用いており、それらを図 2 に示す。また
同材料を用いて、比較試験体として現場溶接型試験体

MGを用意した。部材に関して、現場溶接型MG、水平
ハンチ工法MGH60、MGH83の 3体は梁部材に組立H形
鋼 BH-600× 200× 16× 25(SM490A)、柱部材に冷間成形
角形鋼管□ -400× 400× 25(BCP325)、ダイアフラムには
PL-450× 450× 32(SM490A)を用いて通しダイアフラム
形式とした。上下フランジ共に内開先とし、梁フラン

ジとダイアフラムは芯合わせで完全溶け込み溶接とし

た。溶接ワイヤはYGW18(1.4φ )を用い、入熱 40kJ/cm、
パス間温度 3 5 0℃で管理した。加力方法及び供資材の
機械的性質はその１と同様である。

水平ハンチ試験体

　水平ハンチ工法の補強プレートと梁フランジの溶接

には部分溶込み溶接を使用し補強プレート端部は回し

溶接は施していない。

孔空きフランジ工法試験体　

　本報では孔空きフランジ工法の試験体は参考データ
1 0 を引用する事とした。参考データは( 試験体名

MGA340と称す。)孔径 32mm、距離 aを 340mmにした試
験体であり、応力比γは 1 . 0 7 である。
3 . 実験結果　

　実験結果一覧を表 2 に示す。荷重－変形関係及びス
ケルトン曲線を図 3 に示す。図 3 中の▼は破断時を表
す。破壊性状写真を図 4 に示す。
　MG 試験体、M GA 3 40 試験体は梁フランジとスチー
ルエンドタブのスリット部を起点に延性亀裂が進展し

脆性破壊に至った。試験体MGH60、MGH83はハンチ先
端部を起点に脆性破壊に至った。
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σ
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：スカラップ欠損を考慮した

　　　梁端部の応力
Z
ｐｈ
：孔部の塑性断面係数

Z
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：スカラップ欠損を考慮した

　　梁端部の塑性断面係数
L：柱表面から加力点までの距離
　（＝2850mm）
a：柱表面から第1 孔の中心

　までの距離

図 2 　孔空きフランジ工法

試験体名 梁端ディテール
フランジ幅
（mm）

ハンチ長
さ

mm

応力比
γ cPp（kN） cδp（mm） 備考

MG - 200 - -
MGH60 水平ハンチ 300 -
MGH83 水平ハンチ 269 -
MGA340 孔空きフランジ - 1.07 456 18.19 文献10

300
513 19.73

試験体名
終局
時期

ePp

（kN）
eδp

（mm）
ePmax

（kN）
eδmax

（mm）
α ηs

＋ 548 28.44 681 88.66 1.33 4.4
－ -532 -27.15 -657 -69.01 1.28 3.4
＋ 634 31.28 754 68.26 1.47 3.2
－ -597 -27.53 -737 -65.92 1.44 3.2
＋ 640 29.37 780 84.49 1.52 4.3
－ -615 -29.04 -737 -64.44 1.44 3.1
＋ 426 26.61 603 145.63 1.32 10.6
－ -407 -26.05 -605 -136.76 1.33 10.7
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図3　荷重‐変位関係及びスケルトン曲線

図6　歪ゲージ貼付位置
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図7　ハンチ先端部歪分布

4 . 　考察

4 . 1 . スケルトン曲線の比較

　図 5 に水平ハンチ試験体、孔空きフランジ工法試験
体、比較試験体のスケルトン曲線を比較して示す。水

平ハンチ試験体は比較試験体と比較して降伏耐力は向

上している事が分かる。孔空きフランジ工法試験体は

降伏耐力が低いことを確認できるが、変形能力は大き

く向上している事が分かる。表 2 に示すように、孔空
きフランジ工法は他より 2 倍以上のη s であった。

4 . 2 . 歪性状

　水平ハンチ工法が大きな変形能力の上昇が得られな

かった要因としてハンチ先端を起点に脆性破壊に至っ

ていることから、ハンチ先端に早期破断を起こした原

因があると考えられる。図 6 に水平ハンチ工法 2 体の
ゲージ貼付位置、図 7に試験体MGH60、MGH83のハン
チ先端部及び梁端部の歪分布を示す。ここでの歪は、

3
ｃ
δ
ｐ
時のピーク時の歪とした。水平ハンチ工法では

梁端部に比べ、ハンチ先端部の歪が非常に高い傾向を

示した。

5 . 　まとめ

　水平ハンチ試験体は、従来の試験体に比べ梁フラン

ジを拡幅している為、耐力の向上が見られたが、変形

能力はそれほど向上しなかった。その理由として、ハ

ンチ先端のひずみの集中が考えられる。孔空きフラン

ジ工法は従来の試験体に比べ、耐力の低下が見られる

が大きな変形能力を示した。なお。この結果は本研究

の範囲であり、設計寸法により変形性能は変動すると

考えられる。
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図 4 　破壊性状写真

図 5 　スケルトン曲線の比較
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